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　中国・四匡聞賊の社会的ネツ卜ワ―クの現状と課題ｰ―ソ一シヤル

　サポ一トシステムの現t犬と形成過程

目的高齢者人口の増加に伴い，高齢者の在宅を可能にする方策が模索されている。高齢

者の自立能力を高め，できるだけ長く在宅できる方法として，家事援助サービスを中心に

した有償の支援機関かつくられている。これらの機関の形成過程や現t犬分析をとうして，

中匡四諦鴎如）傾向を明らかにし，今後のあり方を考えようとするものである。

方法　中匡1･四国地域の６県の高齢者向けの支援サービス機関それぞれ３か所とその協力

会員，利用会員各々２名ずっを対象として事例調査を行った。調査内容は機関の形成過程

，形成の要件，運営，会員の評価のわかるものとした。調査時期は1992年12月～1993年1

月である。

結果1.有償の支援サービス機関は社会福祉協議会が参画している例力侈く，施設，人（

コーデネーターとして）がか力ヽわっている。そのため，サービスの提供範囲はrf5町村単位

となっている。コーデネーターの仕事は協力会M, m邨会員の調整，データー整理，研修

会の企画・運営などである。2､協力会員は大半が女性で鯛齢の幅力く広い。会員は漸増もし

くは停滞ぎみで，その要因は転勤・パートタイム就労である。1ﾐ1翻会員は単身者や高齢者

世帯力多く，性別にかかわらずみられこれがサービスを提供するときの問題点となって

いる。 3.提供サービスは家事サービスが中liこヽで，前もってill陳を必要としないもの力侈い

。入会後には資格とはならないが研修が行われている。依頼も住宅内での作業が多いが，

地域によって異なっている。費用は通常の家事サービスについては1時間当たり300円～

800円で，香n県を除いて一一律である。１日に２～４時間を誌準にしている。
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　目的1990＼の朧B法改正により、「老人殤融計画」の策定力略市区町村に紡

づけられた。高齢者のニーズを把握・予測し、とりわけ介護を必要とする高齢者の生活を

支援する社会システムを構築しようというものである。各自治体では、高齢者ニーズ調査

が実施されている。その際の焦点の１つは、各腫の生活支援サービスの利用意向である。

なぜなら、それ力･t、システム形成に大きな影響を与えるからである。そこで、本報では、

生活支援サービスの利用意識の現状と、その背景を探ることとした。

　方法①男性より女1生、高齢者(65歳以上）より次世代において、家族介護よりも社会

システム介護志向力噛い。②在宅介護サービスの利用意向についてみてもホームヘルハ＼°ー、

シ3 ートステイ、デイサービス（在宅3本柱）の３つとも、高齢者に較べて次世代で強く

なっている。③子どもとの同居世帯力侈いにもかかわらず、全国平均に比較して、家族介

護よりも社会システム介護志向がかなり顕著である。④近隣との結びつき、あるいは、親

族ネットワークカ戈みられる一方、生活支援サービスの利用意向がある。

　①、②については、全国的傾向であるものの、③、④は、大和町の特徴である。この背

景としては、1975年につくられた、「保健・医療・福Mjを一体化した大和医療m:セン

ター及びセyターを中心とした地域のシステムカ^考えられる。まさに、サービスの提供力心、

町民の意識を変え、利用意向を喚起したものと思われる。
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